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東京ゲ演
今イ●6キ 12月 7日 (上 ) 今わ 6キ 12月 13日 (全 )

失来能楽壼 金日1能楽壼
用演 午後 1時 (田 場 エキ12時)  開演 午後 7時 (開場 キ夜6叶 )



”
ご
挨
づ

２
０
１
５
年
■
月
に
産
声
を
上
げ
ま
し
た

「
三
ノ
会
」
も
、
今
回
で
１０
回
日
を
迎
え
ま
す
。

京
都
、
東
京
、
大
阪
と
場
所
を
変
え
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
時
代
の
変
化
、
環
境
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
、

本
来
有
る
べ
き
姿
を
見
失
い
、
己
の
為
る
べ
き
事
を
探
し
求
め
、
巡
り
回
り
て
今
に
至
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
三
年
間
を
、
決
し
て
良
か
っ
た
！
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
じ
っ
く
り
と
自
分
を
見
つ
め
、

先
人
の
教
え
を
咀
疇
し
、
気
付
き
の
た
め
に
は
必
要
な
時
間
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
ｔ

こ
れ
ま
で
の
狂
言
人
生
、１０
年
単
位
で
拘
り
と
探
求
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２０
代
に
は
「空
間
」を
、３０
代
は
「空
気
」。

４０
代
で
は

「間
」
を
探
求
し
、
そ
し
て
５０
代
は

「色
と
花
」
を
知
る
こ
と
を
目
指
し
精
進
し
て
参
り
ま
し
た
ｃ

還
暦
を
迎
え
た
今
、
更
に
求
め
る
も
の
は

「氣
」
で
し
ょ
う
か
…

戦
後
の
日
本
人
が
失

っ
て
し
ま
っ
た
生
活
環
境
や
思
想
、
教
育
な
ど
全
て
の
源
に
あ
る
「氣
」。
虫
や
花
の
声
を
聞
き
、

風
を
感
じ
、
川
や
海
の
導
き
教
え
を
受
け
、
山
に
感
謝
出
来
る
『氣
』
を
全
身
で
感
じ
、そ
し
て
自
分
の
身
体
で
発
す
る
。

飛
鳥
、
奈
良
の
時
代
か
ら
、
い
や
縄
文
の
時
代
か
ら
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た

『氣
』
を
感
じ
操
れ
る
舞
台
を
、

目
指
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の

一
歩
が
今
回
の

『第
十
会

・
三
ノ
会
』
で
ご
ざ
い
ま
す
３

能
楽
シ
テ
方
、
囃
子
方
の
名
手
を
お
招
き
し
、
能
楽
狂
言
の
舞
と
謡
か
ら
発
せ
ら
れ
る

『氣
」
を
、
存
分
に
お
楽
し

み
頂
け
る
と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｋ

，
巻

嵐
出

す
二
郎

狂
言
小
弁

「
た
つ
に
入
る
子
」

能
楽
シ
テ
方
の

「仕
舞
」
は
、　
一
曲
の
中
か
ら
見
せ
場
を
部
分
的
に
取
り
上
げ
、
独
立
し
た
袴
姿
で
舞
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
狂
言
方
の

「小
舞
」
は
、
時
代

時
代
の
流
行
謡

・
イ
ロ
謡
を
取
り
入
れ
、
狂
言
の
曲
中
宴
席
の
場
面
で
舞
謡
う
も
の
、
仕
舞
の
パ
ロ
デ
ィ
、
本
狂
言
の
一
部
を
独
立
さ
せ
た
曲
な
ど
、
幅
広
い

要
素
が
含
ま
れ
ま
す
。
「七
つ
に
成
る
子
」
は
、
そ
の
中
で
独
立
し
た
小
舞
の
代
表
曲
で
す
。
謡
出
し
の
部
分

「七
つ
に
成
る
子
が
、
い
た
い
け
な
こ
と
言
う
た
、

殿
が
欲
し
と
許
う
た
、
そ
も
さ
て
も
和
御
寮
は
、
誰
人
の
子
な
れ
ば
、
定
家
か
づ
ら
か
、
離
れ
が
た
や
の
、
離
れ
か
た
や
の
…
」
と
意
味
深
く
、
ど
う
ぞ
自
由

に
深
読
み
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
で

れ
せ
，人
茂
今
井
「温
ヶ
」

能
楽

「海
士
」
見
せ
場

「玉
ノ
段
」
龍
王
に
奪
わ
れ
た
秘
宝

．面
向
不
背
珠
．
を
取
り
戻
す
べ
く
海
に
潜
り
、
腹
を
掻
き
切
り
、
腹
の
中
に
王
を
隠
し
、
合
図

と
と
も
に
綱
を
引
き
上
げ
、
自
ら
の
命
と
引
き
替
え
に
宝
珠
を
取
り
返
す
壮
絶
な
場
面
。
前
後
の
ド
ラ
マ
は
ぜ
ひ
ネ
ッ
ト
で
検
索
を
。
こ
の
曲
を
前
代
木
聞
、

シ
テ
方
と
狂
言
方
が
同
時
に
舞
台
で
舞
い
ま
す
。
本
流
の
シ
テ
方
の
仕
舞
と
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
小
舞
の
違
い
、
足
抽
子
の
踏
み
始
め
の
足
が
逆
だ
っ
た
リ
ー
も

ち
ろ
ん
型
は
全
然
違
い
ま
す
。
が
、基
本
は
同
じ
は
ず
な
ん
で
す
。
舞
が
本
業
の
シ
テ
方
に
、狂
言
方
の
無
謀
な
挑
戦
、と
も
言
え
る
舞
の
競
演
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
絞
流

「
二
暮
二
」

能
に
し
て
能
に
在
ら
ず
、と
言
わ
れ
る
「翁
」
の
中
で
、狂
言
方
が
舞
う
「三
番
三
」
お
そ
ら
く
観
阿
弥
・世
阿
弥
の
時
代
よ
り
昔
、初
見
は
大
治
元
年
（１
１
２
６
年
）

な
の
で
お
よ
そ
９
０
０
年
前
か
ら
、
こ
れ
は
文
献

法ヽ
華
五
部
九
巻
書
」
に
残
る
記
録
で
す
か
ら
、
私
は
国
伝
と
し
て
は
飛
鳥
・
奈
良
の
時
代
に
遡
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
三
番
を
弥
勒
（
み
ろ
く
）
に
あ
て
、
仏
教
的
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
必
要
な
祈
り
の
舞
で
す
。
こ
の
曲
に
限
り

「舞
う
」

と
は
言
わ
ず

「踏
む
」
呼
び
、大
蔵
流
の
み

「三
番
三
一
と
三
を
重
ね
ま
す
。
意
味
や
物
語
で
は
な
く
、気
鋭
の
お
囃
子
と
共
に
感
性
で
ご
覧
頂
き
た
い
曲
で
す
′、

れ
せ
流
半
籠

「萬
砂
」

「高
砂
や
、
こ
の
浦
舟
に
帆
を
上
げ
て
、
こ
の
浦
舟
に
帆
を
上
げ
て
」
婚
礼
時
に
謡
う
有
名
な
謡
で
始
ま
り
ま
す
，
九
州
阿
蘇
官
の
神
官

（ワ
キ
）
が
高
砂
の

浦
に
や
つ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
木
陰
を
掃
き
清
め
る
老
夫
婦
と
出
会
い
、
高
砂
の
松
と
住
吉
の
松
と
は
相
生

（夫
婦
）
の
松
、
離
れ
て
い
て
も
仲
睦
ま
じ
き
こ

と
を
教
え
、
私
た
ち
は
高
砂

・
住
吉
の
松
の
精
で
あ
る
こ
と
名
乗
り
、
小
さ
な
舟
に
飛
び
乗
り
沖
の
方
へ
と
消
え
て
行
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
前
場
。
「半
能
」

は
こ
こ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
神
官
も
ま
た
乗
っ
て
舟
を
出
す
こ
こ
で
例
の

『高
砂
や
…
』
と
な
り
ま
す
。
す
る
と
住
吉
明
神
が
姿
を
現
し
、
颯
爽
と
神

舞
を
舞
い
平
和
な
世
を
寿
ぎ
ま
す
。

準
す

「神
嗚
」

都

か

ら
東

の
国

へ
落

ち

て

い
く

ヤ

ブ

医

者

の
前

に
、

突

然

天

か

ら

神

鳴

様

が
落

ち

て
来

ら

れ

ま

す

。

風

と

雲

の
間

を
踏

み
外

し

て
。

神

鳴

は

こ

の
医

師

に
治

療

を

頼

む

と

、

医

師

は
針

治

療

を

施

し

ま

す

。

怯

え

ま

く

る
神

鳴

は

針

治

療

で
完

治

。

天

へ
駆

け

上

が

ろ
う

と

し

ま

す

が

・

・

・
ち

ょ

っ
と

待

て

１
治

療

代

を

く

だ

さ

い
。

金

品

を

持

た

な

い
天

界

人

神

鳴

様

は

、

さ

あ

ど

う

す

る

？

三郎茂山千

東京、高砂シテ

味方玄

京都、高砂 シテ

浦田保親

秦
ネ
京
ゲ
演
／
ふ
れ

（閉
演
　
午
後
一
時
）

座
ま

味
方
玄

茂
山
千
二
郎

狂

言

小
身

た
つ
に
な
る
子

茂
山
郁
馬

観
世
流
仕
舞

玉
ノ
段

馬
野
正
基

大
蔵
流
小
舞

海
人
　
茂
山
千
三
郎

茂
山
千
三
郎

松
田
弘
之

大
倉
怜
士
郎

柿
原
弘
和

八
段
之
舞

味
方
玄

安
田
登

松
田
弘
之

大
倉
怜
士
郎

柿
原
弘
和

小
寺
真
佐
人

神
鳴

医
師

れ
せ
ヽ
人
茂
仝
井

海
士
（あ
ま）

人
荻
流

二
一ｔへ年
三
一
（さんばそう）

れ

せ
流

半

能

萬
砂

（たＴ
ご）

狂
言

～11も
か
み
な
1)

S席 8,000円  A席 5,000円
正面及び脇正面 脇正面及び中正面

◆東京公演/会場

（終
演
予
定

茂
山
千
三
郎

善
竹
人
二
郎

午
後
二
時
十
二
分
）

矢来能楽堂 難
太 大小 笛 ワ シ
鼓 鼓 鼓  キ テ

大小笛 三
鼓鼓 番

東京都新宿区矢来町 60

TEL(03)3268-7311 ▲会場 MAP

●地下鉄東西線「神楽坂」駅 矢来口より徒歩2分
●都営大江戸線「牛込神楽坂」駅 Al出 口より徒歩5分
●駐車場はございません。近隣コインパーキングをご利用 ドさい。

欄
゛
京
ネ
ゲ
演
／
ふ
れ

（開
演
　
午
後
た
時
）

座
ま

味
方
圏

茂
山
千
三
郎

狂

言

小
レオ

た
つ
に
な
る
子

茂
山
郁
馬

観
世
流
仕
舞

玉
ノ
段

味
方
国

大
蔵
流
小
舞

海
人
　
茂
山
千
三
郎

茂
山
千
三
郎

森
田
保
美

曾
和
尚
靖

河
村
大

八
段
之
舞

シ
テ
　
　
浦
田
保
親

ワ
キ
　
　
原
　
陸

笛
　
　
　
森
田
保
美

小
鼓
　
　
曾
和
尚
靖

大
鼓
　
　
河
村
大

太
鼓
　
　
前
川
光
範

れ
せ

。
人
茂
今
井

海
士

（あ
ま）

夫
荻
流

二一３人年
三
一
（さんはそう）

れ
せ
流
半
能

萬
砂

（たかЁ

狂
言

脅
嗚

（かみなり）

大 小 笛 三
鼓 鼓  番

東京公演・京都公演
いずれもチケットのお申込みは

二次元コードから

◆料金 (全席指定)

S席 8,000円  A席 5,000円
正面及び脇正面前列と 脇正面及び中正面と

二階最前列      二階席

◆京都公演/会場
回軸抵回

舗
▲会場 MAP

金剛能楽堂
京都市上京区鳥丸通中立売上ル

TEL(075)441-7222

0市営地下鉄鳥丸隷「今出川」駅 6番出口より市へ徒歩 5分
●市バス「鳥丸今出川」停留所より南へ徒歩 5分
●駐車場はございません。京都御苑の一般有料駐車場を

ご利用下さい。

■ ・・
◆料金 (全席指定)
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神
鳴
　
　
茂
山
千
三
郎

を
医
師
　
　
茂
山
忠
三
郎

（終
演
予
定
　
午
後
ん
時
十
二
分
）
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